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Ⅰ　本調査の目的

・

・

Ⅱ　実施状況

1 平成２９年１２月４日（月）、５日（火）

2 国語、社会、数学、理科、英語

3

Ⅲ　結果の概況

1 　教科別全生徒平均点

2 　総得点分布表・グラフ
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「平成２９年度富山市中学校３年生学力調査」　結果の概要について

　実施期日　　

　調査教科
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各中学校が、３学年生徒の２学期終了時の学力定着状況について、実証データに基づいて把握
し、今後の学習指導の改善・充実に生かす。

生徒一人一人が、自分の努力すべき課題に向かって意欲的に学習に取り組むよう進路指導資料
として活用する。
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3 　教科別得点分布表・グラフ

英　語社　会

理　科

数　学

国　語

11
159

512

919
833

645

307
151

543
0

100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000
1100

（人）

平均点 23.7点 受検者数 3,594人

11

210

512
616633622

489
370

128
4

0
100
200
300
400
500
600
700
800

（点）

平均点 21.7点 受検者数 3,595人

3
90

432

622665666
535

404

170

5
0

100
200
300
400
500
600
700
800
900

（点）

平均点 20.4点 受検者数 3,592人

8

213

461
554541

609
539489

168

4
0

100
200
300
400
500
600
700
800

（点）

平均点 20.6点 受検者数 3,586人

28
161

441

602587
531

472436
303

30
0

100
200
300
400
500
600
700
800

（点）

平均点 20.1点 受検者数 3,591人

（点）



Ⅳ　結果の概要

1 　抽出調査について

2 　抽出生徒数

（附属中含む）

Ⅴ　各教科の概要

1 　教科の考察

 (1) 教科全体から見た結果

 (2) 正答率の高い問題

 (3) 正答率の低い問題

2 　今後の指導

　１の(3)で考察した正答率の低い問題を中心に今後の指導の工夫について表記する。

　「設問別正答率表・グラフ」から読み取れる、正答率の高い問題について、考察を行う。

　「設問別正答率表・グラフ」から読み取れる、正答率の低い問題について、問題の一部を提
示しながら考察を行う。

　中学校の各学級８人（男子４名、女子４名）をそれぞれ出席番号の早い順に１番から４番まで抽
出生徒の記録としてデータを取る。欠席の場合は、出席番号を繰り上げて、必ず各学級から８人
の抽出を行うものとした。松風分校以外の２７校を対象とした。

学校数 学級数 抽出生徒数

２７校 １０７学級 ８５６人

　「得点分布表」「観点別解答率表」等から読み取れる教科全体の概要について、　その特徴
を表記する。



Ⅵ　抽出生徒から分析する各教科の概要

問題番号 観点 配点 正答率 誤答率 無答率

1 3 1 91.8% 7.5% 0.7%

2 3 1 94.5% 4.3% 1.2%

3 3 1 89.6% 8.9% 1.5%

4 3 1 40.1% 52.6% 7.4%

5 3 1 78.6% 16.1% 5.3%

6 3 1 36.3% 32.0% 31.7%

7 3 1 21.4% 69.6% 9.0%

8 3 1 65.3% 34.2% 0.5%

9 2 1 75.7% 23.8% 0.5%

10 2 1 70.6% 22.9% 6.5%

11 2 2 68.2% 28.9% 2.9%

12 2 2 42.3% 52.3% 5.4%

13 2 2 51.8% 42.5% 5.7%

14 2 1 46.3% 49.2% 4.6%

15 2 1 72.1% 27.5% 0.5%

16 3 1 71.4% 28.2% 0.5%

17 2 1 38.3% 57.0% 4.7%

18 2 1 84.0% 14.1% 1.9%

19 2 2 56.5% 39.3% 4.2%

20 2 2 33.9% 58.2% 7.9%

21 2 1 71.6% 23.9% 4.4%

22 2 1 76.9% 18.8% 4.3%

23 2 1 32.8% 65.9% 1.3%

24 2 2 23.0% 59.0% 18.0%

25 3 1 76.5% 21.6% 1.9%

26 2 1 49.9% 48.5% 1.6%

27 2 1 69.2% 26.2% 4.7%

28 2 1 54.3% 43.8% 1.9%

29 2 1 69.5% 28.2% 2.3%

30 1 1 90.8% 2.2% 7.0%

31 1 1 75.8% 17.2% 7.0%

32 1 1 79.8% 13.1% 7.1%

33 1 1 63.3% 29.6% 7.1%

34 1 1 55.5% 37.4% 7.1%

抽出平均 23.9点

【観点別の解答率グラフ】【得点分布グラフ】

【設問別正答率表・グラフ】
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73.0%
57.2%

66.6%

19.9%

38.4%
27.5%

7.1% 4.3% 5.9%
0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

1.書く力 2.読む力 3.言語に関する力

正答率 誤答率 無答率

0.0%
1.8%

3.3%

8.2%

19.0%
22.4%

25.1%

14.6%

5.3%

0.4%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正答率 誤答率 無答率



１ 国語科の考察  

(1) 教科全体から見た結果 

抽出平均点は 23.9 点であり、基礎的・基本的な学習内容は定着している。観

点別の正答率では「書く力（73.0％）」「言語に関する力（66.6％）」に比べ「読

む力（57.2％）」が低い。観点別の無答率はすべての観点で昨年度より下回った。 

(2) 正答率の高い問題について 

「書く力」では、作文を二段落構成で書くことや原稿用紙を正しく使うことの

正答率が高く、基本的な学習内容が身についている。（通し番号 30、32） 

「読む力」では、文学的な文章において、文章で用いられた単語の意味を表す

表現を文中から抜き出す問題や文中にある言葉を参考にしながら答える問題の

正答率が高い。（通し番号 18、22） 

「言語に関する力」では、文脈に即して漢字の読みを答える問題の正答率が高

く、全て 90％前後であった。（通し番号 1、2、3）  

(3) 正答率の低い問題について 

「読む力」では、文脈を正確に読み取り、登場人物が話した言葉について指

定された書き出しに続けて決められた字数内で説明する問題の正答率が 23.0％

と低く、無答率も 18.0％と高い。（通し番号 24） 

「言語に関する力」では、日常あまり使わない言葉を漢字で書く問題の正答

率が 36.3％と低く、無答率も 31.7％と高い。また、単語が係る文節を抜き出す

問題の正答率が 21.4％と低い。（通し番号 6、7） 

２ 今後の授業に向けて 

(1) 「書く力」を育成するためには、伝えたい内容を明確にし、その根拠となる事

実や具体例等、集めた情報を整理して文章を構成する過程を重視する。また、書

いた文章を推敲する際には、ペアやグループで読み合い、語句の使い方や段落相

互の関係等、具体的な視点をもち、書き手と読み手それぞれの立場から検討する

学習活動を行う。 

(2) 「読む力」を育成するためには、段落ごとの要旨をとらえる、段落と段落のつ

ながりを意識しながら読む、指示語や接続詞から文章展開を予想する、筆者が繰

り返し用いる語句等から全体の要旨をとらえるなど、文章を読み解く視点を明確

にして指導することが大切である。 

また、授業のまとめや振り返りにおいて、キーワードや段落構成等、示され

た条件で自分の考えを端的に文章化する学習を積み重ねる指導を行う。 

(3) 「言語に関する力」を育成するためには、漢字や熟語、ことわざ、故事成語、

日常で馴染みのない語句等について、辞書等を活用して調べる習慣を身につける

ことで語彙を豊かにするとともに、学習したことを日常生活の中で積極的に使用

していくように指導することが大切である。 

(通し番号 7) 
①天体に が係る文節を一文節で抜き出しなさい。

(通し番号 24) 
⑥やさしい音で鳴ったら、記憶のほうがついていく とありますが、どういうことですか。

後の書き出しに続くように、文中の言葉を使って四十字以内で書きなさい。

忠実に再現された音ではなくても、                     。



問題番号 観点 配点 正答率 誤答率 無答率

1 1 1 54.3% 45.7% 0.0%
2 1 1 41.2% 50.9% 7.8%
3 2 1 50.2% 49.6% 0.1%
4 1 1 41.6% 50.8% 7.6%
5 1 1 31.5% 68.0% 0.5%
6 2 1 32.7% 53.5% 13.8%
7 1 1 52.8% 46.4% 0.8%
8 3 1 44.3% 35.4% 20.3%
9 1 1 31.8% 67.5% 0.7%
10 1 1 10.7% 88.2% 1.1%
11 1 1 38.4% 51.8% 9.8%
12 2 1 35.6% 62.3% 2.1%
13 3 1 39.3% 37.3% 23.5%
14 1 1 12.6% 86.7% 0.7%
15 1 1 59.1% 40.5% 0.4%
16 2 1 45.1% 54.7% 0.2%
17 2 1 45.9% 53.4% 0.7%
18 3 1 78.5% 17.5% 4.0%
19 1 1 53.3% 45.4% 1.3%
20 1 1 48.5% 40.4% 11.1%
21 2 1 55.3% 41.6% 3.2%
22 3 1 72.8% 15.0% 12.3%
23 3 1 18.2% 80.7% 1.1%
24 1 1 60.2% 32.0% 7.8%
25 2 1 51.1% 45.6% 3.4%
26 1 1 81.4% 13.9% 4.7%
27 1 1 68.1% 29.0% 2.9%
28 1 1 32.4% 62.4% 5.3%
29 3 1 74.2% 24.9% 0.9%
30 1 1 47.8% 39.5% 12.7%
31 3 1 69.7% 16.7% 13.6%
32 1 1 59.5% 32.9% 7.6%
33 3 1 63.1% 22.3% 14.6%
34 1 1 81.8% 17.1% 1.2%
35 3 1 74.8% 17.5% 7.7%
36 1 1 48.1% 38.0% 13.9%
37 3 1 61.1% 27.7% 11.2%
38 3 1 72.0% 19.4% 8.6%
39 3 1 57.2% 24.1% 18.7%
40 2 1 62.9% 32.0% 5.1%

【得点分布グラフ】 【観点別の解答率グラフ】

社　会 抽出生徒数 856人 抽出平均 20.6点

【設問別正答率表・グラフ】
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１ 社会科の考察 

(1) 教科全体から見た結果 

 抽出平均点は 20.6 点で、観点別の正答率は、「知識・理解」が 60.5％で、「思考・

判断・表現」の 47.8％、「技能」の 47.4％と比べ高い。また、無答率が 10％を超え

た問題が 11 問あり、昨年（８問）より増えている。

(2) 正答率の高い問題について 

授業で取り上げる機会が多い語句に関する問題の正答率が高く、繰り返し学習する

ことで知識の定着が図られている。（通し番号 18、22、29、35、38） 

 生活経験から判断しやすい問題の正答率が高く、簡単な内容であれば、確実に資

料を読み取ることができている。（通し番号 26、34） 

(3) 正答率の低い問題について 

正答率の低い問題が歴史分野に多い。特に、ある出来事の同年代の様子や出来事

の年代順を問う問題の正答率が低く、それぞれの歴史的事象が起こった背景やそれ

らの関係、相互の影響についての理解に課題がみられる。（通し番号５、９、10、

14） 

また、「応仁の乱」や「サラエボ事件」等、重要な歴史的事象ではあるものの、

扱う機会が多くない用語を答える問題の無問率が高い。（通し番号８、13） 

（通し番号 10、14） 

〔２〕（１） 

〔２〕（５） 

２ 今後の授業に向けて 

(1) 授業の中で、年表や地図等を活用することが大切である。年表を用いて、歴史的

事象相互の関連や影響について考えたり、地図を用いて、地理的特徴と地域の産業

や特色との関連について考えたりする機会を繰り返し設ける。 

(2) 授業の終末では、複数の指定された語句を用いて、学んだことを書いてまとめる

活動を取り入れ、社会的事象が起こった理由や影響を端的に表現する力を養う。 

(3) ニュース、新聞等から身の周りで起こっている社会的事象を取り上げ、疑問や課

題を明確にして、考え、話し合う場を意図的に設定する。学習していることと自分

のつながりを実感させながら、さらに興味・関心をもって学ぶことができるように

する。 



問題番号 観点 配点 正答率 誤答率 無答率

1 2 1 92.8% 7.0% 0.2%

2 2 1 54.1% 43.7% 2.2%

3 2 1 80.1% 17.5% 2.3%

4 2 1 58.2% 38.9% 2.9%

5 2 1 59.3% 29.1% 11.6%

6 2 1 53.3% 36.9% 9.8%

7 2 1 76.1% 17.2% 6.8%

8 2 1 64.8% 21.6% 13.6%

9 3 1 60.2% 35.7% 4.1%

10 3 1 27.0% 53.9% 19.2%

11 2 1 52.6% 41.0% 6.4%

12 2 1 74.1% 14.6% 11.3%

13 3 1 51.2% 35.3% 13.6%

14 2 1 61.0% 37.4% 1.6%

15 3 1 90.1% 8.5% 1.4%

16 3 1 74.3% 18.9% 6.8%

17 1 2 27.2% 63.1% 9.7%

18 3 2 92.4% 6.2% 1.4%

19 1 2 38.3% 55.4% 6.3%

20 2 2 39.8% 52.9% 7.2%

21 2 2 48.0% 40.2% 11.8%

22 1 2 33.1% 51.2% 15.8%

23 2 2 68.7% 20.0% 11.3%

24 2 2 47.9% 29.0% 23.1%

25 1 2 12.0% 54.9% 33.1%

26 2 2 46.4% 41.6% 12.0%

27 1 2 31.2% 59.9% 8.9%

28 1 2 8.8% 72.0% 19.3%

【得点分布グラフ】 【観点別の解答率グラフ】

数　学 抽出生徒数 856人 抽出平均 20.2点

【設問別正答率表・グラフ】
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１ 数学科の考察 

(1) 教科全体から見た結果 

抽出平均点は 20.2 点である。観点別でみると、「数学的な技能」「数量や図形等につい

ての知識・理解」の正答率が 60％を超えているのに対して、「数学的な見方や考え方」の

正答率は 25.1％、無答率は 15.5％と課題が見られるが、昨年度（正答率 21.7％、無答率

24.7％）より改善された。 

(2) 正答率の高い問題     

「数と式」領域では、正負の数の計算、根号を含む式の計算、連立方程式の計算、規則

性をとらえて具体的な数を求める問題の正答率が高い。（通し番号1、3、7、18）  

「図形」領域では、基本的な作図問題の正答率が高い。（通し番号12） 

「資料の活用」領域では、身近な資料から階級に属する度数や相対度数を求める問題の

正答率が高く、基本的な用語の理解が概ね定着している。（通し番号15、16） 

(3) 正答率の低い問題 

正答率が最も低い問題は、ある三角形の面積が基になる図形の面積の何倍になるかを求

める問題で、正答率は 8.8％であった。また、座標平面上で、ある三角形と面積が等しい

三角形の頂点の座標を求める問題は正答率が12.0％で、無答率が33.1％と最も高かった。

与えられた条件に合わせて図形を分解するなど、既習事項を活用できるように図形をとら

え直す力が必要である。（通し番号28、25） 

文章で表された数量関係を連立方程式で表す問題の正答率が27.2％であった。事象の数

量関係を見いだし表現することに課題がある。（通し番号17） 

（通し番号 28）

〔７〕 図のように平行四辺形ABCDの辺AD上にAE：ED ＝ ２：１となるように点Eをとり、 

BEとACの交点をFとします。このとき、次の問いに答えなさい。

２ 今後の授業に向けて

(1) 「図形」領域の学習では、観察、操作や実験等を通して図形の基本的な性質を見いだし 

たり、性質のつながりを理解したりする学習を大切にするとともに、試行錯誤を繰り返し 

ながら既習の性質を用いて粘り強く問題に取り組む習慣を身につけるようにする。 

(2) 「数と式」領域の学習では、形式的な処理の習得にとどまらず、数量関係を表や線分図

で表し、その関係を明らかにして立式する過程を大切にする。また、式を読み取り、言葉

で数量関係を表すなど、立式ばかりにとらわれない指導の工夫も必要である。  

(3) 「数学的な見方や考え方」を育てるために、言葉や数、図、表、式、グラフ等を適切に

用いながら、根拠を明らかにし、筋道を立てて説明する場面を日ごろから設定することが

必要である。さらに、問題を解決する過程や結果を振り返って、「他に分かることはないか」

「条件の一部を変えたらどうなるか」「共通する性質は何か」等、統合的・発展的に考察す

る学習を行うことが大切である。

（３）△ＡＦＥの面積は平行四辺形ＡＢＣＤの面積の何倍か

求めなさい。 



問題番号 観点 配点 正答率 誤答率 無答率

1 2 1 57.9% 38.0% 4.1%
2 3 1 72.5% 21.0% 6.4%
3 1 1 68.6% 27.7% 3.7%
4 1 1 49.6% 45.2% 5.1%
5 1 1 91.2% 5.6% 3.2%
6 1 1 73.7% 25.9% 0.4%
7 1 1 48.8% 50.0% 1.2%
8 3 1 90.3% 8.3% 1.4%
9 1 1 73.1% 26.5% 0.4%
10 2 1 63.2% 30.8% 6.0%
11 3 1 45.3% 42.8% 11.9%
12 3 1 64.6% 23.8% 11.6%
13 3 1 75.4% 24.5% 0.1%
14 1 1 41.4% 58.3% 0.4%
15 2 1 45.8% 52.0% 2.2%
16 1 1 74.6% 24.5% 0.8%
17 3 1 76.6% 22.9% 0.5%
18 3 1 79.6% 13.8% 6.7%
19 1 1 36.4% 54.1% 9.5%
20 3 1 23.2% 73.0% 3.7%
21 3 1 62.3% 29.6% 8.2%
22 2 1 51.5% 42.1% 6.4%
23 2 1 25.5% 66.2% 8.3%
24 1 1 25.9% 72.1% 2.0%
25 1 1 16.1% 61.9% 22.0%
26 1 1 28.7% 60.7% 10.5%
27 1 1 45.4% 45.0% 9.6%
28 3 1 71.5% 24.9% 3.6%
29 1 1 51.2% 45.9% 2.9%
30 2 1 20.7% 63.9% 15.4%
31 3 1 57.0% 41.8% 1.2%
32 3 1 46.8% 51.5% 1.6%
33 3 1 83.2% 16.5% 0.4%
34 3 1 42.4% 49.2% 8.4%
35 1 1 46.3% 52.9% 0.8%
36 3 1 74.8% 21.6% 3.6%
37 1 1 58.8% 36.1% 5.1%
38 2 1 23.6% 73.2% 3.2%
39 1 1 78.9% 20.0% 1.2%
40 2 1 29.7% 61.7% 8.6%

【得点分布グラフ】 【観点別の解答率グラフ】

理　科 抽出生徒数 856人 抽出平均 21.9点

【設問別正答率表・グラフ】
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１ 理科の考察

  (1) 教科全体から見た結果 

抽出平均点は 21.9 点であり、観点別では「観察・実験の技能」の正答率が 39.8％

で、昨年度の 50.5％と比べ低くなった。「知識・理解」の正答率が 64.4％で、基礎的

・基本的な学習内容が概ね定着していることがうかがえる。無答率 10％以上の問題は

5問で、昨年度より減少しているものの、無答率が 22％と高い問題がある。 

 (2) 正答率の高い問題について 

「花の咲かない植物の分類」「石灰水の気体による変化」「受精卵の発生」に関す

る問題の正答率が高い。小学校から繰り返し扱っている学習内容や観察・実験等の実

体験に基づいた学習内容が定着していることがうかがえる。(通し番号 5､8､33) 

 (3) 正答率の低い問題について 

「つり合う力の作図」の問題では無答率が低い（3.2％）にもかかわらず正答率が低

い（23.6％）ことから、正確に作図ができなかったことがうかがえる。（通し番号 38） 

また、「電熱線による発熱と水の温度上昇」を計算によって導き出す問題の正答率

が 16.1％と低いことからも、筋道を立てながらいくつかの公式を使って考えることに

課題が見られる。 (通し番号 25) 

２ 今後の授業に向けて

(1) 用語等をただ覚えるのではなく、他の事物・現象と関連づけたり、意味づけたりす

ることが大切である。原因と結果、部分と全体、多様性と共通性等、事物・現象をと

らえる視点を意識して学ぶことが求められており、表面的な知識にとどまらず、なぜ

そのようになっているのかを知ろうとする探究心を大切にする。ペアやグループでの

話し合い活動等を通して、互いの考えを交流し、問いが生まれるような学習を積み重

ねていくことが必要である。

(2) 表や図、グラフ等に実験結果を処理したり、これらの表やグラフなどを活用しなが

ら科学的な言葉を使って考えたり説明したりする学習活動により、考察を深めること

ができる。例えば、初めは教師が意図的に作成したワークシート等を用いて様々な表

現を学び、次第に複数のワークシートから自分に合った表現方法を選んだり、ノート

に自分なりにまとめたりする経験を積ませていくことが大切である。 

(3) 原理や法則について理解していても、それを利用して数学的な処理をすることを苦

手と感じる生徒も多い。根本となる原理や法則を確実に理解し、基礎的な問題に繰り

返し取り組むことが重要である。

（通し番号 25）

〔７〕 図１、図２のような回路をつくり、電源の電圧を６Ｖにし、５

分間電流を流した。電熱線ア、ウの抵抗はそれぞれ４Ω、電熱線

イ、エの抵抗はそれぞれ６Ωで、容器に入っている水の質量はす

べて 100ｇである。次の問いに答えなさい。 

(4) 電熱線ウから発生した熱量が、全て水の温度上昇に使われたと

すると、水の温度は何℃上昇するか。小数第１位を四捨五入し、

整数で答えなさい。ただし、１ｇの水の温度を１℃上昇させるの

に必要な熱量を 4.2Ｊとする。 



問題番号 観点 配点 正答率 誤答率 無答率

1 2 1 85.4% 14.5% 0.1%

2 2 1 84.5% 15.4% 0.1%

3 2 1 52.9% 47.0% 0.1%

4 2 1 65.3% 34.3% 0.4%

5 2 1 53.2% 46.6% 0.2%

6 2 1 69.6% 30.4% 0.0%

7 2 1 76.4% 23.5% 0.1%

8 2 1 46.6% 53.3% 0.1%

9 1 1 45.4% 33.1% 21.5%

10 1 1 25.9% 48.1% 25.9%

11 2 1 55.8% 44.2% 0.0%

12 2 1 57.7% 42.2% 0.1%

13 2 1 87.9% 12.0% 0.1%

14 2 1 72.9% 26.8% 0.4%

15 2 1 78.0% 21.4% 0.6%

16 2 1 84.8% 14.7% 0.5%

17 2 1 19.6% 61.0% 19.4%

18 2 1 62.1% 36.4% 1.4%

19 2 2 67.6% 24.5% 7.8%

20 2 1 68.6% 29.3% 2.1%

21 2 1 19.2% 67.6% 13.2%

22 2 1 49.6% 35.0% 15.3%

23 2 1 78.3% 20.1% 1.6%

24 2 1 65.7% 32.5% 1.9%

25 2 1 37.3% 37.4% 25.4%

26 2 1 36.8% 58.2% 5.0%

27 3 1 84.1% 14.6% 1.3%

28 3 1 50.8% 47.8% 1.4%

29 3 1 59.0% 39.5% 1.5%

30 1 2 46.3% 39.8% 13.9%

31 1 2 25.5% 52.5% 22.1%

32 1 2 22.7% 55.5% 21.8%

33 1 4 36.0% 49.4% 14.6%

【得点分布グラフ】 【観点別の解答率グラフ】

英　語 抽出生徒数 856人 抽出平均 20.9点

【設問別正答率表・グラフ】
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（通し番号 9、10） 
 これから、ALT の Green 先生がスピーチをします。スピーチの最後に Green 先
生が質問とお願いをします。それぞれに対するあなたの答えを、英語で書きなさい。 

Hi, everyone. I have been here in Toyama for five months. I can’t speak 

Japanese, so I want to study it hard. 

Do you think it is difficult to learn Japanese? 

Please tell me how to study Japanese. 

１ 英語科の考察 

  (1) 教科全体から見た結果 

      抽出平均点は 20.9 点であり、基礎的・基本的な学習内容が概ね定着していることが

うかがえる。観点別では、「言語や文化についての知識・理解」の正答率が 64.7％に

対し、「外国語表現の能力」のは 33.7％と低い。また、「外国語表現の能力」の無答

率が 19.9％と昨年度(15.5％)に比べてやや高い。 

  (2) 正答率の高い問題 

正答率が 70％を超えた問題は９問あり、そのうちの８問が「外国語理解の能力」の

問題である。英文や対話文を聞いたり、読んだりし、その内容の正誤について答える問

題や文脈に合う語や英文を選ぶ問題の正答率が高い。日ごろから内容的にまとまりのあ

る英文を聞いたり、読んだりすることで、全体の概要や内容の要点をとらえることがで

きるようになっている。（通し番号 1、2、7、13、14、15、16、23）

  (3) 正答率の低い問題                            

      聞いたり、読んだりした英文の内容を理解し、自分なりの意見や理由を英語で答え

る問題の正答率が低く、無答率も高い。内容を理解していても、応答の仕方を理解して

いなかったり、既習事項や経験を生かして適切な英語で自分の考えを表現したりするこ

とに課題がある。（通し番号 9、10、33） 

  買い物の場面でのやりとりについて、英語で表現する問題の正答率が 25.5％、22.7％

と低く、無答率も 22.1％、21.8％と高い。会話の流れが理解できていなかったり、場

面に応じた適切な会話をしたりすることに課題がある。（通し番号 31、32）

２ 今後の授業に向けて 

(1) 語、連語及び慣用表現等の言語材料の定着を図るために、語順や修飾関係等におけ

る日本語との違いを説明したり、関連ある文法事項はまとまりをもって整理したりす

るとともに、書いて練習する時間を引き続き確保する。 

(2) まとまりのある英語を聞いたり読んだりする活動を設ける際には、場面に応じた適切

な英語が身につくように、英語の使用場面や状況を明確にするなどの工夫をする。

(3) 様々な題材についての英語を聞いたり読んだりして、理解した内容を基に自分なりの

感想を述べる活動や、賛否を明らかにしてその理由を伝える活動を充実する。 


